
 ８月２５日から令和７年度の２学期が始まり

ました。今回は始業式での私の話の原稿を掲載

します。 

 「小山中では、この夏休みは大きな事故など

の連絡もなく無事に２学期のスタートを迎えら

れたこと、とても嬉しく思います。 

 しかしながら、今日も含め、まだまだ暑い日

が続くとともに、新型コロナウイルスの感染者

も増えてきているようです。2学期も１人ひとり

が健康に留意して学校生活を送っていきましょ

う。また、この夏休み中に何か困ったことが起

こり、悩みをもって今日登校してきた人もいる

かも知れません。何か困り事などあれば担任の

先生などにぜひ相談してほしいと思います。 

 さて、今日から授業日数は８３日、足掛け５

か月間の２学期が始まります。５か月というと

とても長いように感じるかもしれませんが、そ

の５か月間には、みなさんを成長させる様々な

行事や取り組みが予定されています。 

 その最大の行事が創光祭です。授業日数でい

うと今日を含めて１５日で舞台部門の当日にな

ります。また、その後１９日で体育部門となります。各クラス、ブロックとも１学期からその取り組みを

続けてきました。 

 どの学級、ブロックとも最優秀や優勝などの賞をとることだけを目指すのではなく、キャリアの視点で

いう「つながる力」「乗り越える力」が高まることを目指して、取り組んでほしいと思います。特に３年

生は最後の創光祭になります。ブロックのリーダーとして活躍してくれることを期待しています。 

 また、３年生は体育部門が終わって８日で進路面談、進路面談終了後５日で２学期定期テストになりま

す。先ほど創光祭に向けて３年生に期待する言葉がけを行いましたが、３年生は創光祭の取り組みと並行

して、自分自身の進路を切りひらくため日々の努力も行っていかなければなりません。「創光祭が終わっ

てから」では十分な取り組みとはならないと思います。 
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１、２年生にしても創光祭体育部門終了から１５日で定期テストとなります。また、舞台部門と体育部

門の間に生徒会役員選挙も実施され、生徒会活動での中心もいよいよ２年生が中心となっていきます。さ

らに、２年生は定期テスト終了後１３日で職場体験という大きな行事も控えています。 

このように２学期は長いようで、多くの行事が予定されていて、生徒の皆さんはとても忙しい２学期に

なると思います。だからこそ、毎日の１時間１時間の授業を大切にし、学習に励んでもらいたいと思いま

す。 

さて、ではみなさんは何のために学習をするのでしょうか。この休みには夏休みの宿題など学習にも大

いに頑張った人も多いのではないかと思いますが、先生方も先ほど話した様々な行事に向けての準備や

先生としての資質をより一層高めるためにいろいろな研修をこの夏休みに行いました。その中の研修の

１つで、講師に来てくださった先生から次のような言葉がありました。それは「「無知は無理解を生み、無

理解は憎悪を生む。そして憎悪は戦争を生む」という言葉です。この言葉は、日本が太平洋戦争を始める

きっかけとなった真珠湾攻撃の指揮をとった淵田三津雄（ふちだみつお）さんが、終戦後に自らの過ちを

振り返って言った言葉だそうです。 

この夏、日本は終戦から８０年を迎えました。一方で世界では罪のない多くの人たちが戦争による爆撃

や飢餓で今、この時も亡くなっています。「世界平和」を目指す、小山中の皆さんには学習をする１つの理

由として、淵田三津雄さんの言葉を逆にとらえ、「「知ることは理解を生み、理解が優しさを生む。そして、

優しさは世界平和を生む」ということも持っていてもらいたいと思います。充実した２学期となることを

期待しています。」 

 

 

 

第４３回創光祭の開催が今週末に近づきました。まずは舞台部門として各学級、学年が１学期から取り

組んできた歌声をしっかりと発表できることを楽しみにしています。しかし一方では徐々に新型コロナの

感染者が増加してきており、小山中でも創光祭当日に学級閉鎖や学年閉鎖が起こらないように、対策をと

ってきました。今週末の当日に向けて１人ひとりが健康面に気をつけ、当日元気に舞台部門に参加できる

ようにしてほしいと思います。保護者のみな様におかれましては、お子様の体調管理に一層の心配りをお

願いいたします。また、今年度はこれまでの相模原市民会館か

ら八王子の j:com ホールに会場が変更になりました。昨年まで

の会場に比べ移動時間がかかるものとなりますが、より多くの

保護者の方に生徒たちの練習の成果をご覧いただくための措置

となりますので、ご理解ください。また、小山中学校は全校生

徒数６８３名という市内でも大規模な学校ですので、今年は各

家庭２名までの参観とさせていただいた点も併せてご理解いた

だきますようお願い申し上げます。 

 


